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1本マニュアルについて

1.1 マニュアルの内容
本マニュアルは、ユーザーが Gowin Complex Multiplier IPを使いこなせるよう、その概

要、機能、ポート、タイミング、呼び出しと構成、およびリファレンス・デザインなどにつ

いて説明します。本マニュアルに記載のソフトウェア GUIのスクリーンショットは、Gowin
ソフトウェア 1.9.11.02の場合のものです。ソフトウェアのアップデートにより、一部の内
容が変更される場合があります。

1.2 関連ドキュメント
GOWINセミコンダクターのホームページ www.gowinsemi.com/jaから、以下の関連ド

キュメントがダウンロード、参考できます：

● GW1Nシリーズ FPGA製品データシート(DS100)

● GW1NRシリーズ FPGA製品データシート(DS117)

● GW1NSシリーズ FPGA製品データシート(DS821)

● GW1NSRシリーズ FPGA製品データシート(DS861)

● GW2Aシリーズ FPGA製品データシート(DS102)

● GW2ARシリーズ FPGA製品データシート(DS226)

● GW2AN-55 FPGA製品データシート(DS976)

● GW2AN-18X & 9X FPGA製品データシート(DS971)

● GW2ANRシリーズ FPGA製品データシート(DS961)

● GW5ATシリーズ FPGA製品データシート(DS981)

● GW5Aシリーズ FPGA製品データシート(DS1103)

● GW5ASTシリーズ FPGA製品データシート(DS1239)

● GW5ASシリーズ FPGA製品データシート(DS1105)

● GW5ARシリーズ FPGA製品データシート(DS1108)

1.1 マニュアルの内容
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1 本マニュアルについて

http://www.gowinsemi.com.cn
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS100J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS117J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS821J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS861J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS102J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS226J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS976J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS971J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS961J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS981E.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS1103E.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS1239E.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS1105E.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS1108E.pdf


● GW5ARTシリーズ FPGA製品データシート(DS1118)

● Gowinソフトウェア ユーザーガイド(SUG100)

1.3 用語、略語
本マニュアルで使用される用語、略語、及びその意味を表 1-1に示します。

表 1-1 用語、略語

用語、略語 正式名称 意味

DSP Digital Signal Processing デジタル信号処理

IP Intellectual Property 設計資産

LUT Look-up Table ルックアップテーブル

RAM Random Access Memory ランダム・アクセス・メモリ

1.4 テクニカル・サポートとフィードバック
GOWINセミコンダクターは、包括的な技術サポートをご提供しています。使用に関す

るご質問、ご意見については、直接弊社までお問い合わせください。

ホームページ：www.gowinsemi.com/ja
E-mail：support@gowinsemi.com

1 本マニュアルについて
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http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS1118E.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG100J.pdf
http://www.gowinsemi.com.cn/
mailto:support@gowinsemi.com


2概要

2.1 Gowin Complex Multiplier IPの紹介
Gowin Complex Multiplier IPは、複素数の乗算を実装できる IPです。

表 2-1 Gowin Complex Multiplier IPの概要

Complex Multiplier IP

ロジックリソース 表 3-1参照

提供されるファイル

設計ファイル Verilog (暗号化)

リファレンス・デザイン Verilog

テストベンチ Verilog

テストおよび設計フロー

合成ソフトウェア GowinSynthesis

統合開発環境 Gowinソフトウェア

注記：

デバイスのサポート情報は、Gowinセミコンダクターのホームページで確認できます。

2.1 Gowin Complex Multiplier IPの紹介
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2 概要

http://www.gowinsemi.com.cn/enrollment.aspx?FId=n27:27:4


2.2 Complex Multiplierの紹介
複素数乗算器(Complex Multiplier)は、複素数乗法を実行できます。その構造を図 2-1に

示します。

GOWINの複素数乗算器 IPは、乗算加算器(乗算器+加算器)を呼び出すことで実装でき
ます。

図 2-1 Complex Multiplierの構造

2 概要
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3特徴及び性能

3.1 主な特徴
● 入力データの幅：2～36ビット。
● 符号付き数をサポート。
● 3乗算または 4乗算アルゴリズムをサポート。
● 出力は遅延可能で、かつ遅延が調整可能(最大出力遅延は 2クロックサイクル)。

3.2 最大周波数
Gowin Complex Multiplier IPの最大周波数は、主に、使用されるデバイスのスピードグ

レードおよびによって異なります。

3.3 レイテンシ
Gowin Complex Multiplier IPのレイテンシは入力から出力までの遅延です。Gowin

Complex Multiplier IPの遅延はデータレジスタを使用して実現できます。現在の遅延は最
大 2クロックサイクルであり、最小ゼロです。

3.1 主な特徴
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3.4 リソース使用量
Gowin Complex Multiplier IPは Verilogで実装されます。パフォーマンスとリソース使

用量は、使用されているデバイスの密度、スピードグレードなどにより異なる場合がありま

す。

例えば GW5A-25 FPGAの場合、Gowin Complex Multiplier IPのリソース使用量は表
3-1のようになります。他の GOWIN FPGAでのアプリケーション検証については、これか
らの最新情報を参照してください。

Complex Multiplier IPのリソース使用量は構成により異なります。

表 3-1 Gowin Complex Multiplier IPのリソース使用量

デバイス(スピードグレード) 25(ES) 25(ES) 25(ES)

リソース使用量 構成(データ幅 N、乗
算アルゴリズム)

N<=12、4乗算 12<N<=27、3乗算 27<N<=36、3乗算

BSRAM 0 0 0

DSP 2 3 6

REG 0 110 146

ALU 0 194 365

LUT 1 1 1

3 特徴及び性能
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4機能の説明

ユーザーは、Gowin Complex Multiplier IPで複素数の乗算を実装できます。この IPは、
乗算加算器(乗算器＋加算器)構造に基づいて複素数の乗算を実装します。入力データの幅
は構成可能であり、異なる幅の複素数乗算器は異なるハードウェアリソースを占有します。

したがって、設計要件を満たすという前提で、リソースの使用量を下げるために、より小さ

いデータ幅を選択するようにしてください。

Gowin Complex Multiplier IPの構成オプションは次のとおりです。

● 入力データの幅● 
入力データの幅 Nは GUIで構成できます。現在、入力符号付きデータの最大幅は 36ビッ
トです。

● 出力データの幅● 
入力データの幅が Nの場合、出力データの幅は 2N+1になります。

● 乗算アルゴリズムの構成
3乗算または 4乗算アルゴリズムを選択できます。一般的に、GW5A(X)シリーズで入力幅
N<12の場合、または GW2A/1N(X)シリーズで入力幅 N<18の場合、4乗算アルゴリズム
を選択すると DSPリソースを節約でき、タイミングも向上します。そうでない場合、3乗
算アルゴリズムを選択すると DSPリソースは節約できますが、ロジックリソースの消費
量は増加し、4種類の乗算を選択すると DSPリソースの消費量は増加しますが、ロジック
リソースの消費量は減少します。

● 遅延の構成● 
出力遅延は最大 2クロックサイクルであり、最小ゼロです。

IPUG521-1.1J 7(13)
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5ポートの説明

Gowin Complex Multiplier IPのポート図を図 5-1に示します。

図 5-1 Gowin Complex Multiplier IPのポート図

Gowin Complex Multiplier IPのポートの説明は表 5-1に示す通りです。

5 ポートの説明
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表 5-1 Gowin Complex Multiplier IPのポート一覧

信号 方向 説明

clk 入力 クロック信号

rstn 入力 リセット信号、アクティブ Low

ce 入力 クロックイネーブル信号

real1 入力 実部入力 1

real2 入力 実部入力 2

imag1 入力 虚部入力 1

imag2 入力 虚部入力 2

realo 出力 実部出力

imago 出力 虚部出力
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6タイミングの説明

このセクションでは、Gowin Complex Multiplier IPの出力タイミングについて説明しま
す。

1サイクルの出力遅延を図 6-1に示します。

図 6-1 Complex Multiplierの 1サイクルの出力遅延

clk

real1

real2

imag1

imag2

realo

imago

data

data

data

data

data

data

6 タイミングの説明
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7呼び出しと構成

1. Gowinソフトウェア GUIのメニューバー > Tools > IP Core Generatorを通じて IPを呼
び出し・構成することができます。プロジェクトが作成された後、「IP Core Generator >
Soft IP Core > Math > Complex Multiplier」を開きます(図 7-1)。

図 7-1 Complex Multiplierの呼び出し

2. Complex Multiplierの構成オプションを図 7-2に示します。
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図 7-2 Complex Multiplierの構成画面

各パラメータの説明は次のとおりです。

● Data Options：入力データの幅(2~36)、出力データの幅(構成不可)。
● Algorithm Options：「3 Multiplication」または「4 Multiplication」。
● LATENCY：出力遅延(0-2)。

7 呼び出しと構成
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8リファレンス・デザイン

このセクションでは、主に Complex Multiplierのリファレンス・デザイン例の構成とそ
の使用方法について説明します。Complex Multiplierの設計例には 1つのモジュールしかあ
りません。詳細については、Complex Multiplierのリファレンス・デザインを参照してくだ
さい。

設計例では、その実行手順は次のとおりです。

1. まずは、ドキュメントに保存されているデータを Complex Multiplier IPに入力します。
2. そして Complex Multiplier IPによって計算された結果を正しいデータと比較します。
応用例

この設計例を使用することで、Complex Multiplierの機能をすばやく検証することがで
きます。リファレンス・デザインをボードレベルのテストに適用する場合、ユーザーはリフ

ァレンス・デザインに適したスティミュラスを提供する必要があります。信号はオンライ

ン・ロジック・アナライザまたはオシロスコープで観測できます。
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https://cdn.gowinsemi.com.cn/Gowin_Complex_Multiplier_RefDesign.zip
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